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朝夕の風に秋の気配を感じる季節となりました。子供たちの笑顔が輝く行事が続き、教室にも元気な

声が響いています。学習面でも、集中して取り組む姿が見られるようになってきました。 

さて、10月３日（金）で前期の通級の指導が終了します。保護者の皆様や在籍学級担任の先生方には、

ご協力いただき、誠にありがとうございました。後期の通級指導は、10月 1５日（水）から始めます。

後期も、一人一人の気持ちや成長を大切にしながら、安心して取り組める環境づくりを続けてまいりま

す。引き続き、温かく見守っていただけますよう、よろしくお願いいたします。 

 

〇 吃音のグループ保護者懇談会のお知らせ 

  日時：１１月１９日（水）１５：３０～１６：３０ 場所：ことばの教室待合室 

 吃音のグループ活動を行っている時間に、同時進行で懇談会を行います。ことばの教室でのグルー

プ活動の取り組みをご紹介するとともに、日々の関わりの中で感じていることを自由に話し合える時

間をとります。保護者の皆様と一緒に、安心して話せる場をつくりたいと考えています。 

 

〇 お楽しみ会のお知らせ 参加の予定をお願いします！！ 

12月に「お楽しみ会」を予定しています。チーム対抗でクイズやゲームに挑戦してもらう企画で

す。子供チームだけでなく、保護者チームもご参加いただけます。クイズの内容は、子供たちや保護

者の皆様にアンケートをとって作成する予定です。ご参加いただけるよう、日程のご確認をお願いい

たします。詳細は後日お知らせいたします。 

 

 

１０月 

２日（木）ことばの教室保護者会向け講演会（午前） 

３日（金）前期通級終了 

６日～１０日保護者面談期間、ケース会議 

７日（火）都難言協江東ブロック研究会（午後） 

１０日（金）前期終業式 

１４日（火）後期始業式、 

       都難言協専門研究会（午後）  

１５日（水）後期通級開始 

２４日（金）押上小就学時健診(午後) 

       ※午後の指導はお休みです 

 ２９日（水）グループ活動(吃音)（15時半～16時半） 

 ３０日（木）専門家診断（午後） 

                １１月 

４日（火）都難言協江東ブロック研究会（午後）   

１９日（水）グループ活動（吃音） 

       吃音のグループ保護者懇談会 

(15時半～16時半） 

２１日（金）区小研（難言）（午後）  

２５日（火）通級指導学級研究会（午後） 

日時：１２月１７日（水）１４：５０受付開始 １５：１０～１６：３０ 場所：押上小体育館 

１０・１１月の行事予定

定 



 

 １０月２２日は「国際吃音啓発の日」です。吃音のある

人は、どの国や地域にも１％はいるといわれています。吃

音について正しく理解することを目的とし、世界中で啓発

イベントが行われています。今月は、吃音のある子供への

指導や支援についてご紹介します。  

  

１ 吃音とは  

 吃音は、話すときに言葉がつかえたり、繰り返したり、引き伸ばしたりする話し方の特徴です。子供の

約 5％が一時的に経験すると言われており、多くは自然に改善しますが、継続する場合は適切な支援が

大切です。  

 ・連発 同じ音や語を繰り返します。（例）「あ、あ、あのね…」  

 ・伸発 音を引き伸ばして発音します。（例）「あーーーのね…」  

 ・難発 言葉が出にくく、沈黙が続く症状です。（例）「…（沈黙）あのね…」  

 進展すると、随伴症状が出ることがあります。声を出す際に、動作が一緒に現れる症状です。  

  

２ ことばの教室での指導や支援  

① 個別指導  

  話し方の特徴や困り感に合わせて、どのようにしたらよいか子供と一緒に考えます。在籍学級訪問

や連絡帳を通して担任の先生と連携し、安心して話せる環境作りを行っています。また、保護者の方と

連携し、家庭での様子や変容などを共有してよりよい支援について検討しています。  

 

② グループ指導（月１回）  

  吃音がある子供たちが集まり、一緒に活動します。楽しく話したり、吃音に対する自分の考えを広げ   

たりすることをねらいとして、月１回行っています。７月の夏祭りでは、吃音グループでワニワニパ

ニックのお店を担当しました。どのようにしたらみんなが楽しめるのか意見を出し合い、工夫するこ

とができました。 

  

  

  

  

  

 

３ 在籍学級や家庭でできること  

  ・最後まで話し終わるまで待つ  

  ・話し方ではなく、話の内容に注目する  

  ・安心して話すことができる環境を作る  

  吃音の症状や吃音への考えは一人一人異なります。まずは、どうしてほしいのか本人の思いを周り

の大人が聞く姿勢をもつことが大切です。ことばの教室では、話す楽しさを感じられる場作りや吃音

への理解啓発も行っています。相談・ご質問がありましたら、いつでもお気軽にご連絡ください。 

今後の活動予定 

・吃音をテーマとしたゲームや作品作り 

・卒業生との交流 

・調理活動 


